
市政のあり方を問う！

10

市政のあり方を問う！

11 政治家は、地域の運動会やスポーツ大会への飲食物の差し入れは禁止されています。 政治家は、お祭りへの寄附や差し入れは禁止されています。

売り上げが大きく伸びている「勝北ほほえみ彩菜」

介護付き有料老人ホーム「ユウユウハウス中島」

議会間でも交流（平成 28 年津山市開催）

木下健二

原　行則

清流の会

公明党津山市議団

友 好 都 市 交 流 、 今 後 の 対 応 は ど う か

教 員 の 長 時 間 労 働 の 実 態 は

友
好
都
市
交
流

教
員
の
時
間
外
勤
務

債
権
管
理

経
済

農
産
物
直
売
所

答

答答

答

答

ま
で
多
く
の
姉
妹
友

好
都
市
と
交
流
を
重

ね
て
き
た
。
今
後
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

の
時
間
外
勤
務
の
実

態
は
。

債
権
額
と
今
後
の
対

応
は
。

済
動
向
は
。

所
の
農
産
物
直
売
所

が
あ
る
が
、
売
り
上

げ
状
況
と
展
望
は
。

津
山
市
は
、
今

津
山
市
の
教
員

市
の
収
入
未
済

津
山
圏
域
の
経

市
内
に
は
３
カ

津
山
市
で
は
、

平
均
し
て
１
日

足
踏
み
か
ら

平
成
27
年
度
決

昨
年
度
の
３
カ

宮
古
島
市
を
は
じ

め
、
９
市
と
の
交
流

を
行
っ
て
い
る
。
宮

古
島
市
と
は
縁
組
50

周
年
記
念
式
典
を
行

い
、
他
市
と
も
30
周

年
、
20
周
年
式
典
を

行
っ
た
。
今
後
も

様
々
な
分
野
で
関
係

自
治
体
と
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
地
域

間
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
ま
ち
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

あ
た
り
、
小
学
校
で

約
２
時
間
、
中
学
校

で
約
３
～
４
時
間
で

あ
る
。
現
状
の
改
善

の
た
め
、
３
年
間
で

時
間
外
業
務
を
25
％

削
減
し
た
い
。

一
部
に
脱
却
の
動

き
、
個
人
消
費
の
持

ち
直
し
で
横
ば
い
か

ら
上
向
き
基
調
と
み

ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
津
山
市
の
製
造

算
時
、
市
税
等
で
約

34
億
円
。
税
等
の
強

制
徴
収
で
き
る
も
の

は
粛
々
と
業
務
に
当

た
る
。
私
債
権
等
で

悪
質
な
ケ
ー
ス
に

は
、
顧
問
弁
護
士
と

連
携
し
法
的
手
続
を

前
提
に
対
応
し
て
い

く
。

所
の
合
計
売
上
額
は

５
億
３
，
７
０
０
万

円
と
伸
び
て
い
る
。

今
後
も
特
色
あ
る
イ

ベ
ン
ト
等
集
客
力
ア

ッ
プ
の
取
り
組
み
な

ど
を
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問

問

問

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
９
カ
所
、
介
護
老

人
保
健
施
設
が
７
カ

所
、
介
護
療
養
型
医

療
施
設
が
１
カ
所
あ

る
。
そ
の
他
に
も

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
有
料
老
人
ホ
ー

ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
が

あ
る
。
平
成
28
年
６

月
時
点
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入

所
申
込
者
の
う
ち
、

「
入
所
の
必
要
性
が野村昌平

津山自由民主倶楽部

高 齢 者 介 護 サ ー ビ ス 施 策

高
齢
者
介
護
施
設

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆

◆

自
転
車
の
利
活
用

に
つ
い
て

城
下
、
駅
前
の
ま

ち
づ
く
り

答 問ら
し
に
な
り
、
日
常

生
活
に
支
障
が
生
じ

た
場
合
、
施
設
の
受

け
入
れ
体
制
は
。
入

所
待
ち
の
状
況
は
。

高
齢
で
独
り
暮

市
内
に
は
、
特

高
い
」
ま
た
は
、「
１

年
程
度
で
入
所
が
必

要
と
な
る
見
込
み
」

の
人
は
99
人
で
、
こ

の
内
49
人
は
入
院
中

ま
た
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
施
設
に

入
居
中
の
人
と
な
っ

て
い
る
。

品
出
荷
額
は
平
成
25

年
の
１
，
７
９
０
億

円
か
ら
26
年
は
２
，

０
２
５
億
円
ま
で
回

復
し
て
い
る
。
ス
テ

ン
レ
ス
関
連
は
良
好

な
状
況
に
あ
る
。

囲い込み罠で捕獲された鹿　出典：林野庁

リズムジャンプの普及・推進を

竹内靖人
緑風会

地 域 資 源 を 守 る た め に も 若 者 の 力 が 必 要 だ

答

市
内
の
高
校
、

津
山
高
専
、
美
作
大

プ
は
、
児
童
生
徒
の

リ
ズ
ム
感
や
俊
敏
性

を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
運
動
で
、
現

在
、
小
学
校
８
校
を

実
践
研
究
校
と
し
て

指
定
し
、
美
作
大
学

津
田
准
教
授
か
ら
の

指
導
に
よ
る
授
業
づ

く
り
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
夏
休

業
所
に
就
職
し
た
大

卒
者
等
は
、
５
月
31

日
時
点
で
34
人
、
そ

の
内
訳
は
津
山
市
29

人
、
鏡
野
町
２
人
、

勝
央
町
２
人
、
美
咲

町
１
人
。
在
学
中
の

登
録
者
は
48
人
で
あ

る
。
各
高
校
に
登
録

案
内
の
チ
ラ
シ
の
配

専
門
の
部
署
を
設
置

し
、
効
果
的
な
被
害

対
策
を
目
指
す
べ
き

と
の
指
摘
は
理
解
で

き
る
が
、
現
状
で
対

応
し
た
い
。
効
果
的

な
組
織
体
制
に
つ
い

て
研
究
を
し
て
み
た

い
。

中島完一

吉田耕造

未来

津山自由民主倶楽部

リ ズ ム ジ ャ ン プ の ま ち 津 山 に ！

奨 学 金 返 済 の 一 部 補 助 制 度 の 現 状 は

教
育

定
住

鳥
獣
被
害
対
策

定
住

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆

◆

◆

ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

市
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て

近
隣
町
村
と
の
連

携
に
つ
い
て

答

答

答

問

問

問問

プ
は
津
山
で
生
ま
れ

た
津
山
発
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
。
今
年
度
か

ら
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
な
内
容
と

な
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
推
進
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
推
進
方

法
は
。

進
奨
学
金
返
還
金
補

助
事
業
」に
登
録
し
、

津
山
圏
域
に
就
職
し

た
大
卒
者
等
は
何
人

で
、
構
成
市
町
ご
と

の
就
職
者
数
は
。
ま

た
、
在
学
中
の
登
録

者
数
は
。
今
後
の
Ｐ

Ｒ
を
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

に
専
門
の
部
署
が
必

要
で
は
な
い
か
。

望
に
地
域
就
職
へ
の

意
識
調
査
は
。
ど
の

よ
う
に
見
て
い
る
の

か
。

リ
ズ
ム
ジ
ャ
ン

「
若
者
定
住
促

鳥
獣
被
害
対
策

若
者
の
定
住
希

リ
ズ
ム
ジ
ャ
ン

津
山
圏
域
の
事

鳥
獣
被
害
対
策

み
に
開
催
す
る
リ
ズ

ム
ジ
ャ
ン
プ
研
修
会

や
、
実
践
研
究
校
で

の
公
開
授
業
、
部
活

動
顧
問
の
研
修
等
を

通
し
て
、
学
校
へ
の

普
及
や
教
員
研
修
も

す
す
め
る
予
定
に
し

て
お
り
、
今
後
も
、

リ
ズ
ム
ジ
ャ
ン
プ
週

間
な
ど
も
設
け
、
取

り
組
み
が
市
内
全
校

に
広
が
る
よ
う
推
進

し
て
い
く
。

布
を
す
で
に
依
頼
し

て
い
る
。
ま
た
、
就

職
活
動
中
の
大
学
生

等
に
、
企
業
説
明
会

や
面
接
会
の
機
会
を

利
用
し
て
制
度
周
知

を
図
る
。
対
象
家
族

に
向
け
た
周
知
も
重

要
と
考
え
、広
報
紙
、

防
災
行
政
無
線
、
Ｆ

Ｍ
つ
や
ま
、
Ｈ
Ｐ
等

の
媒
体
を
利
用
し
て

Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

学
の
学
生
を
対
象
に

し
た
調
査
で
は
、 

大

学
等
進
学
卒
業
後
、

津
山
で
就
職
し
た

い
、
良
い
仕
事
が
あ

れ
ば
考
え
た
い
と
高

校
生
の
約
６
割
と
大

学
や
高
専
の
約
５
割

の
学
生
が
答
え
、
企

業
の
安
定
性
や
休

暇
・
就
業
条
件
も
重

視
す
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
在
学
中
に

地
域
内
企
業
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
事

が
大
切
だ
と
考
え
て

い
る
。


